
割引内容 割引対象施設 

優待割引券発行基準

その他

株主優待のご案内
3月31日現在で、100株以上所有の株主様に対し、株主優待券（3割引券・5割引券）を年1回発行しております。

右記レストランにて優待券１枚で５名様までのご飲食料金１回分を割引いたします。またはホテル
トラスティ（一般ホテル）にて優待券１枚で１泊５ルームまでご宿泊料金を割引いたします。

所有株式数 優待券発行枚数
100株以上1,000株未満 3割引券   1枚
1,000株以上2,000株未満 5割引券   1枚
2,000株以上4,000株未満 5割引券   2枚
4,000株以上6,000株未満 5割引券   3枚

所有株式数 優待券発行枚数
6,000株以上10,000株未満 5割引券   4枚
10,000株以上20,000株未満 5割引券   5枚
20,000株以上 5割引券 10枚

1. 有効期間は7月11日から翌年7月10日までです。
2. 定時株主総会終了後に発送しております。（7月初旬頃に到着の株式関係書類に同封）
3. 株主優待に関する詳細および最新の情報は、弊社HP内の株主優待情報をご参照ください。
　 http://www.resorttrust.co.jp/ir/stock/benefit/
4. 割引適用されるご利用金額について、1枚あたり25万円（消費税・サービス料除く）の上限を設けております。

※弊社株式の売買単元は100株です。

株主メモ

関東地区 イタリア料理「リストランテオッツィオ」（東京ベイコート
倶楽部内）、エクセレントクラブ新宿、 ホテルトラスティ
東京ベイサイド

東海北陸地区 ローズルーム名古屋、 ホテルトラスティ名古屋栄、
ホテルトラスティ名古屋、ホテルトラスティ金沢香林坊

関西地区 ローズルーム大阪、 エクセレントクラブ神戸（サンメン
バーズ神戸内）、ホテルトラスティ心斎橋、ホテルトラス
ティ神戸旧居留地、ホテルトラスティ大阪阿倍野

※上記ホテルトラスティ内のレストラン、鉄板焼、カフェでもご利用頂けます。
※上記のほか、弊社運営の下記リゾートホテル内レストランにてご利用頂け

ますが会員の利用状況によりご利用を承れない場合もございます。事前に
ご確認ください。

●エクシブ（17施設）
　那須白河・山中湖・軽井沢・蓼科・箱根離宮・初島クラブ・ 
　伊豆・浜名湖・ 鳥羽&アネックス・琵琶湖・京都八瀬離宮・ 
　白浜＆アネックス・有馬離宮・淡路島・鳴門
●サンメンバーズ（7施設）
　熱海・箱根・久美浜・別府・ひるがの・京都嵯峨・神戸
●東京ベイコート倶楽部メンバーの方、およびご宿泊者の方は、メン

バー専用レストラン「24 MEMBERS’DINING」でもご利用頂け
ます。

未払配当金のお支払い みずほ信託銀行　本店および全国各支店
みずほ銀行　　　本店および全国各支店

（みずほ証券では取次のみとなります）

支払明細発行について

　郵便物送付先 〒168-8507　東京都杉並区和泉二丁目８番４号
みずほ信託銀行　証券代行部

　電話お問合せ先 　　 0120-288-324（土・日・祝日を除く9：00～17：00）

　各種手続お取扱店 みずほ証券　本店および全国各支店
プラネットブース（みずほ銀行内の店舗）
みずほ信託銀行　本店および全国各支店
● トラストラウンジではお取り扱いできません。

特別口座管理機関 東京都千代田区丸の内一丁目４番１号　
三井住友信託銀行株式会社
※ 2016年1月1日より、特別口座管理機関を三井住友信託銀行

株式会社からみずほ信託銀行株式会社に変更いたします。

ご注意 ● 証券口座等に口座をお持ちでない場合（特別口座の場合）
特別口座では、単元未満株式の買取以外の株式売買はできませ
ん。証券会社等に口座を開設し、株式の振替手続を行って頂く必
要があります。

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 毎年6月開催
基準日 定時株主総会　毎年3月31日

期末配当金　　毎年3月31日
中間配当金　　毎年9月30日
そのほか必要がある場合には、予め公告をして基準日を定めます。

単元株式数 100株
公告方法 弊社のホームページに掲載する。

http://www.resorttrust.co.jp/
※ただし、事故そのほかやむを得ない事由が生じた時には、日本経済新聞に掲載します。

上場証券取引所 東京・名古屋証券取引所　市場第１部
証券コード 4681
株主名簿管理人

事務取扱場所

東京都中央区八重洲一丁目２番１号
みずほ信託銀行株式会社
東京都中央区八重洲一丁目２番１号
みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部

郵便物送付先／
電話お問い合わせ先／
各種手続お取扱店
（住所変更、株主配当金
受取り方法の変更等）

● 証券口座等に口座をお持ちの場合
お取引の証券会社等になります。
● 証券口座等に口座をお持ちでない場合（特別口座の場合）
〒１68-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社   証券代行部
　　 0120-782-031（土・日・祝日を除く9時～17時）

リゾートトラスト㈱は
JPX日経400銘柄に
選定されています。

I N V E S T O R S ’  R E P O R T
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証券コード：4681
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　株主の皆様にはますますご清栄のこととお慶び申し
上げます。当社グループへの日頃のご支援に心より御
礼申し上げます。
　国内景況が緩やかながらも回復基調をたどる中、当中
間期の経営成績は期初計画を大幅に上回り、前中間期に
引き続いて過去最高の売上高を達成することができまし
た。6月に会員権の販売を開始した「芦屋ベイコート倶
楽部」の売れ行きが非常に好調であったほか、ホテル・
レストラン部門の売上も前年同期を大きく上回るなど、
各事業が安定した収益を計上できる体質が定着しており
ます。
　横浜・みなとみらい21地区で新たな大型ホテルの建設
が決定するなど、今後の物件開発も順調に進んでおり、
2018年3月期を最終年度とする中期経営計画「Next40」
の目標達成、さらには次の中計期間に向けた準備も着々
と進めております。今後も常に一流のサービスと卓越し
たホスピタリティをお客様に提供することで、会員制リ
ゾート事業とメディカル事業の事業基盤をさらに強化
し、企業価値を拡大してまいる所存です。
　今後とも引き続き皆様のご支援ご鞭撻を賜りたく、
心よりお願い申し上げます。

2015年12月
代表取締役会長 CEO（最高経営責任者）伊藤 與朗
代表取締役社長 COO（最高執行責任者）伊藤 勝康

CEO  伊藤 與朗 COO  伊藤 勝康

株主の皆様へ
TO OUR SHAREHOLDERS

——	当中間期の事業環境と業績についてお聞かせください。
　企業収益や雇用・所得環境の改善傾向が続き、国内景況は緩
やかな回復基調が定着しております。このような環境の中、当社
グループは6月に発売した「芦屋ベイコート倶楽部」の販売が非
常に好調に推移したことなどから、期初予想を大幅に上回る経営
成績を達成することができました。売上高は前年同期比約10%増
で過去最高を更新、利益面については未開業物件の収益の一部
が繰り延べられる影響などから前年同期水準には届きませんでし
たが、いずれも期初計画を上回っております。
　業績の牽引役となった会員権事業では、「芦屋ベイコート倶楽
部」の契約高が9月末時点で176億円と、計画を約4割上回った
ことが大きなプラス要因となるなど、ホテル会員権全体でも前年
同期比で120億円ほど契約高が増加しており、会員権販売が好調
に推移しました。ホテルレストラン等事業の収益も計画に対して
順調に進捗しており、メディカル事業でもこのほどオープンした

「ハイメディック東京ベイ」の会員権販売が好調に推移するなど、
各事業ともおおむね良好な経営成績であったと捉えております。

——	通期の業績見通しについてお聞かせください。
　中国や新興国経済の先行き不透明感が強まるなど、下期の事
業環境についてはやや慎重に見ておく必要があると考えておりま
す。こうした見通しに基づき、通期業績予想については、中間期

「芦屋ベイコート倶楽部」の販売が
計画を大幅に上回る

期初計画を大幅に上方修正。
大型開発案件が相次ぎ、成長は		さらに加速。

に比べるとやや堅めに見積もっておりますが、来年3月にはエク
シブ鳥羽別邸が開業を迎え、繰り延べられてきた収益が実現する
など、売上高と営業利益でいずれも前期比20%程度の増収増益
を達成できると見込んでおります。
　下期も引き続き「芦屋ベイコート倶楽部」や「エクシブ鳥羽別
邸」などの会員権販売に注力するほか、関西地区で新たに「エク
シブ六甲 サンクチュアリ・ヴィラ」の会員権販売を開始しており
ます。メディカル事業でも、来春に予定されている介護付有料老
人ホーム「トラストガーデン常磐松」や「ハイメディック京大病院」

の開業に向けた準備などに精力的に取り組んでまいります。

ダイバーシティの推進は成長戦略の大きな柱

——	中期経営計画の進捗はいかがですか？
　現在取り組んでいる中期経営計画「Next40」は、会員制リゾー
ト事業のさらなる充実と、新規分野であるメディカル・シニアラ
イフ事業の拡大などを柱とした5カ年計画です。これまでのとこ
ろ計画はおおむね順調に進捗しており、3年目である当期末の目
標として掲げた売上高1,200億円、営業利益160億円などといっ
た数値はすでに余裕を持ってクリアしており、最終年度数値目標
の達成も、より確度が高まってきている状況です。
　とりわけ注目していただきたいのが、物件開発の状況です。当
計画では5年間の期間中に5つのリゾートホテルを新規着工する

ごあいさつ
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5,012
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売上高（百万円） 当期純利益（百万円） 総資産（百万円）／純資産（百万円）

■1株当たり配当金
■1株当たり中間配当金

■総資産　■純資産■通期　■第2四半期累計期間／中間期 ■通期　■第2四半期累計期間／中間期

1株当たり配当金（円）

※1 予測に関する数値は、第2四半期決算発表日時点の見通しに基づくものです。経済環境の変化などにより、実際の業績が予測と異なる可能性があります。
※2 2014年1月1日付で株式分割（1株を2株に分割）を行っておりますが、1株当たり配当金につきましては、この分割を考慮した遡及修正を行った数値を記載しております。
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セグメント別概況
REVIEW OF OPERATION

ことを予定しておりましたが、来春には「エクシブ鳥羽別邸」が
開業、次年度には「エクシブ湯河原離宮」、その次は関西での案
件と、スケジュール通りに新規物件の開発が進んでおります。東
名阪それぞれに盤石の事業基盤が整い、計画の達成に向け非常
に充実した局面に入りつつあることを実感しております。
　さらに、2018年春に開業予定の「芦屋ベイコート倶楽部」と、
このほど新たに開発が決定した「横浜ベイコート倶楽部（仮称）」
は、中期経営計画とは別に浮上してきた大型案件です。当社グ
ループのハイエンドブランドの「ベイコート倶楽部」シリーズを
新たに手掛けていくことで、「Next40」は当初の想定を上回る収
益を実現できそうですし、次の中期経営計画においてもこの両物
件は大きな存在感を発揮してくれるものと期待しております。こ
のほかシニアレジデンスやハイメディック関連でも新規施設の開
業が相次ぐ計画で、「Next40」の遂行を通じて当社グループの事
業基盤は大幅に強化されることになります。

——	成長戦略を遂行する上での人材戦略についてお聞かせくだ
さい。
　国内観光産業は今、大きな転換期を迎えています。海外からの
訪日旅行者が急増しており、政府は2020年の東京オリンピック開
催に向け、訪日外国人旅行者を年間2,000万人に増やすという目
標を掲げました。国内観光マーケットは新たな成長段階に入って
おり、これに伴って観光関連産業に携わる人材の育成が急務とな
っています。一方で日本はすでに、65歳以上の人口が総人口の
21%以上を占める「超高齢社会」に突入しており、今後、労働者
不足が深刻化することは避けられそうにありません。
　このような環境の中、人材の確保は多くの観光関連企業にとっ
て経営上の最重要課題の一つとなっており、中でも、お客様に卓
越したホスピタリティを提供することを使命としている当社グルー
プは、優秀な人材を多く確保することにかけては、突出した存在

でなければならないと考えております。当社グループは経済産業
省が主催する「平成26年度ダイバーシティ経営企業100選」に選
定されるなど、人材の多様化、働き方の多様化にいち早く取り組
んでまいりましたが、この路線をさらに推し進めるため、10月1日
付で人事部内に「ダイバーシティ推進室」を新設しました。障が
い者雇用のさらなる推進に加え、女性や高齢者など様々な人が、
それぞれのライフスタイルに合った働き方ができる仕組みづくり
などに積極的に取り組んでまいります。

収益は計画を上回るペースで拡大中

——	株主の皆様へのメッセージをお願いします。
　当社は原則として連結配当性向30%以上の配当を実施するこ
とを基本政策としており、当期の業績予想を当初より上方修正し
たことなどから、中間配当金、期末配当金予想をそれぞれ1円増
額し、当初予想より年間2円増額の46円に修正いたしました。今
後も収益基盤の拡大による企業価値のさらなる増大に取り組む
とともに、株主の皆様への積極的な利益還元にも努めてまいり
ます。
　中期経営計画「Next40」はちょうど2年半の折り返し点を通過
いたしました。新たな物件の開発やメディカル事業の育成は計画
を上回るペースで順調に進んでおり、引き続き株主の皆様にご満
足いただける経営成績を残せるように懸命の努力を続けてまいり
ます。

　株主・投資家の皆様におかれましては、今後とも当社グループ
へのご指導ご鞭撻を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

代表取締役社長 COO　伊藤 勝康

1.0%15.5%

56.4%

東京、名古屋、大阪に近く利便性の高い、高級会員制リゾートホテルの開発や
会員制ゴルフ場の運営と、それらの会員権販売などを行っております。

高品質な健康関連サービスを提供する総合メディカル事業及び
有料老人ホーム等の運営を行っております。

本物志向の設備、料理、サービスを核とする
ホテル・レストラン運営などを行っております。

不動産の賃貸借及び運営管理などを行っております。

Membership business

Medical

Hotel & Restaurant

Others

会員権事業

メディカル事業

ホテルレストラン等事業

その他

会員権事業におきましては、2015年６月に販売開始したベイコート
倶楽部シリーズの第２弾「芦屋ベイコート倶楽部」などのホテル会員
権の販売が好調に推移したことなどにより増収増益となりました。

メディカル事業におきましては、シニアライフ事業の拡大により売上高
が増加したほか、会員数の増加に伴い年会費収入が増加した一方で、
検診体制充実のための費用の増加などにより増収減益となりました。

ホテルレストラン等事業におきましては、一般向けホテル「ホテルト
ラスティ」シリーズなどの売上が好調に推移したこと、2014年10月に
取得した米国ハワイ州の「ザ・カハラ・ホテル＆リゾート」が売上拡
大に寄与した一方で、ホテルの新規開業に備えた人員体制の強化
などに係る人件費等が増加したことなどにより増収減益となりました。

その他におきましては、連結子会社であるアール・ティー開発（株）におい
て自社使用部分を増加させるため、オフィスビルの賃貸料収入が減少
し、固定資産税など費用が増加したことなどにより減収減益となりました。

27.1%
売 上 高 17,744百万円 売 上 高 37,083百万円

売 上 高 10,206百万円 売 上 高 686百万円

営業利益 3,992百万円 営業利益 3,038百万円

営業利益 1,632百万円 営業利益 207百万円

（前年同期比 5.4%↑） （前年同期比 14.2%↑）

（前年同期比 7.7%↑） （前年同期比 15.9%↓）

（前年同期比 30.5%↑） （前年同期比 16.3%↓）

（前年同期比 24.9%↓） （前年同期比 32.6%↓）

売上高構成比

売上高構成比

売上高構成比

売上高構成比
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トピックス
Topics メディカル事業

　「ハイメディック東京ベイ」の会員権を、2015年6月より販売を開
始し、12月より検診を開始致しました。「ハイメディック東京ベイ」では、
検診用としては日本初導入となるPET／MRIや、乳房用PETを使った画
像診断検査など最新鋭の機器を導入した検診を実施し、がんを中心と
した疾患を高い確率で早期発見できる体制を整えています。また、会
員様の健康データを経年でチェックし、一人ひとりの検診データをもと
にした総合的な健康管理や、将来のリスクを予見した生活指導を行な
うことにより、健康寿命の延伸にも貢献していきます。

　当社100％子会社トラストガーデン㈱は、2016年4月の
「トラストガーデン常磐松」開設にあたり、同年1月に入居
者の募集を開始（予定）致します。当施設は、渋谷駅や表
参道駅から徒歩圏内という好立地に加え、緑に恵まれた落
ち着きのある空間と機能性と洗練されたデザインの両方を
併せもつ建物となっております。また、本年8月には、東京
都文京区に介護付き有料老人ホーム「サンクリエ本郷」を
事業承継し、「トラストガーデン常磐松」の開設と併せると、
当社グループの運営する有料老人ホームは全国で13施設

（12ヶ所）1,075室となります。

「ハイメディック東京ベイ」運営開始

検診拠点のご案内（予定含む）【主な検査内容】
●ハイメディック山中湖　　●ハイメディック大阪
●ハイメディック・東大病院●ハイメディック・ミッドタウン
●ハイメディック東京ベイ画像センター

●ハイメディック東京ベイ（2015年12月開業）
●ハイメディック京大病院（2016年春頃開業予定）
●ハイメディック名古屋（2016年夏頃開業予定）

がん及び脳疾患、循環器疾患の検査
● PET/MRI検査  ● CT検査  ● 3.0テスラＭＲＩ検査  ● 超音波検査（頸動
脈、甲状腺、乳腺＊、心臓、上腹部）  ● 乳房用PET検査＊  ● マンモグラフィ
検査＊  ● 婦人科検査＊  ● 上部消化管内視鏡検査  ● 安静時心電図検査  
● 骨密度検査  ● 眼底・眼圧・視力・聴力検査  ● 面談、指導  ● 下部消
化管内視鏡検査（オプション） ハイメディック京大病院完成予想図

外観

ロビー

＊女性のみ

トピックス
Topics 会員権事業/ホテルレストラン等事業/CSR

　当社は、横浜市の「みなとみらい21中央地区20街区MICE施設整備事
業」において株式会社竹中工務店を代表企業とするグループの一員とし
て、落札者に選定されました。本事業のうち、当社が参画するホテル事
業では、会員制リゾートホテル「横浜ベイコート倶楽部（仮称）」と一般

　当社では、これまで女性社員が活躍できる職場づくりや障がい
者雇用に積極的に取り組んできましたが、2015年10月に、全社
のダイバーシティの専任組織として本質的な取り組みを行うため、

新たに「ダイバーシティ推進室」を
設置しました。性別や年齢・障がい
の有無にかかわらず、多様な人材
が活躍できるダイバーシティの実現
が企業成長を支えるものと考え、さ
らなる推進を行っていきます。

建設予定のホテル（計画イメージ）

高級ホテルを併設します。「横浜ベイコート倶楽部（仮称）」は、「東京ベ
イコート倶楽部 ホテル＆スパリゾート」「芦屋ベイコート倶楽部 ホテル
＆スパリゾート」に続く当社のハイエンドブランド、“ベイコート倶楽部”
として３つ目の施設となります。今後、横浜市と民間収益事業にかかる
基本協定を締結し、2020年春頃のホテル開業を目指します。

鳥瞰図。 右側中央の
建物が建設予定のホテ
ル （計画イメージ）。

社内のワークショップにて
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エクシブ琵琶湖

取得地

　このたび、関西圏における会員制リゾートホテル用地として、滋賀県高島市

【所在地】滋賀県高島市安曇川町
　　　　 下小川字北浜1105-1 ほか
【土地面積】93,747.09㎡（公簿面積）

安曇川町に、新たに不動産を取
得致しました。当該物件は琵琶湖
西岸に位置し、眺望に恵まれてい
るため、当社グループへの収益貢
献が期待できると判断致しまし
た。今後も優良な不動産の取得
を積極的に推進してまいります。

「みなとみらい21中央地区20街区
MICE施設整備事業」

琵琶湖畔に新規ホテル用地を取得
2015年10月、
ダイバーシティ推進室を設置

「トラストガーデン常
と き わ

磐松
ま つ

」入居者募集開始
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連結財務諸表
CONSOLIDATED FINANCIAL STATEMENTS

キャッシュ・フローの状況 単位：百万円

営 業 活 動 に よる
キャッシュ・フロー 1,319 △1,921 △3,240

投 資 活 動 に よる
キャッシュ・フロー △18,554 △36,662 △18,108

財 務 活 動 に よる
キャッシュ・フロー 53,466 △3,315 △56,782

現金及び現金同等物に
係 る 換 算 差 額 2,420 △52 △2,472

現金及び現金同等物の
増 減 額 38,651 △41,951 △80,603

現金及び現金同等物の
期 首 残 高 51,965 66,404 14,439

連結範囲変更による
増 減 額 – △944 △944

現金及び現金同等物の
四 半 期 末 残 高 90,616 23,508 △67,107

当第2四半期累計期間
2015年4月  1日から
2015年9月30日まで

前第2四半期累計期間
2014年4月  1日から
2014年9月30日まで

前年同期比
増減額

収益の状況 財務の状況単位：百万円 単位：百万円

連結決算の概要

前第2四半期累計期間
2014年4月1日～2014年9月30日

当第2四半期累計期間
2015年4月1日～2015年9月30日

前会計年度末
2015年3月31日現在

前会計年度末
2015年3月31日現在

当第2四半期末
2015年9月30日現在

当第2四半期末
2015年9月30日現在

当第２四半期連結累計期間は、ホテル会員権の販売が
好調に推移した一方で、ホテルの新規開業に備えた人

員体制の強化などに係る人件費等が増加したこと、前年同期には為
替差益を営業外収益に計上していたことなどにより、増収減益となり
ました。

売上債権やたな卸資産が増加し
たことなどにより、当第２四半期

連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは1,921百万円
の減少となりました。

当第２四半期連結会計期間末の主な財務の変動は、資
本金が2,610百万円、資本剰余金が2,615百万円、

利益剰余金が4,636百万円、それぞれ増加したことなどにより、純資
産合計が前連結会計年度末比6.1％の増加となりました。

損益

キャッシュ・フロー

財務

売上高
65,721

経常利益
9,570

四半期純利益
7,062

売上高
59,603

経常利益
11,533

営業利益
9,171

四半期純利益
7,521

営業利益
8,870

資産合計
390,832

負債・純資産合計
390,832

負債・純資産合計
393,573
流動負債
70,974

固定負債
211,412

純資産
111,186

流動負債
61,595

固定負債
224,466

純資産
104,769

資産合計
393,573

流動資産
145,293

固定資産
248,279

流動資産
158,323

固定資産
232,508

トピックス
Topics 会員権事業/ホテルレストラン等事業

　会員制リゾートホテル「エクシブ六甲 サンクチュアリ・ヴィラ」の会員権を、
2015年11月16日より販売開始致しました。施設のコンセプトは、“インペリアル・
モダン”。旧帝国ホテル本館や旧前田侯爵邸に代表される戦前の迎賓建築にイン
スパイアされた、重厚感の中にもあたたかみのあるデザインです。六甲山の頂と
も呼べる場所に位置し、都市部からほど近い距離にありながら豊かな自然に囲ま
れ、神戸の美しい街も垣間見ることができます。また、当施設は全室がスーパー
スイートルームからなる「サンクチュアリ・ヴィラ」として6施設目、エクシブとし
て26施設目となります。なお、ホテルの開業は2018年3月頃を予定しております。

「エクシブ六甲 サンクチュアリ・ヴィラ」
会員権販売開始

　当社グループは、安定成長のための内部保留を確保しつつ連結配
当性向30％以上とし、さらに40％を目指して安定的に還元すること
を基本政策としております。2016年3月期は業績予想を上方修正し
たことなどから、当初予想より年間2円増額の46円を予定しており、
記念配当のあった2015年3月期よりさらに3円増配の予定です。

I R  TOPICS I R  TOPICS年間配当を46円に増配 個人投資家向け説明会の実施

サロン

レストラン（炭火焼）

客室（ラグジュアリー・モダン）

“インペリアル・モダン”をモチー
フにしたサロン。緻密な装飾性
と、モダンなデザインとの調和
が、訪れる一人ひとりに誇らし
さやステイタスをもたらします。

窓の外に広がるライトアップさ
れた森林を眺めながら、選りす
ぐりの食材の数 を々ご堪能いた
だけます。

客室は全室スーパースイート
ルームで、「ラグジュアリー・モ
ダン」、「クール・モダン」の2
つのデザインタイプをご用意。

　2015年上期は7月と8月の2回、東京で個人
投資家向け説明会を実施しました。また、下期
には12月に大阪での開催を予定しています。

説明会の情報は当社WEBサイト
｢投資家情報｣よりご覧になれます。

車寄せ
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グランドエクシブ那須白河
〒961-8091　福島県西白河郡西郷村大字熊倉字雀子山3
TEL. 0248-25-8111（代）

エクシブ

グランドエクシブ浜名湖
〒431-1207　静岡県浜松市西区村櫛町字志津ノ前4620
TEL. 053-488-0111（代）

グランドエクシブ鳴門
〒771-0376　徳島県鳴門市北灘町折野字上三津167-3
TEL. 088-683-8111（代）

グランドエクシブ初島クラブ
〒413-0004　静岡県熱海市初島800
TEL. 0557-67-3000（代）

グランドエクシブ軽井沢
〒389-0115　長野県北佐久郡軽井沢町大字追分字東かじか沢23-1
TEL. 0267-46-3331（代）

エクシブ鳥羽
〒517-0021　三重県鳥羽市安楽島町字ニエ212-1
TEL. 0599-26-4411（代）

エクシブ鳥羽アネックス
〒517-0021　三重県鳥羽市安楽島町字二地169-2
TEL. 0599-26-4400（代）

エクシブ鳥羽別邸
〒517-0021　三重県鳥羽市安楽島町字ニエ212-8
2016年3月 OPEN予定

エクシブ蓼科
〒391-0301　長野県茅野市蓼科高原北山4035
TEL. 0266-71-8111（代）

エクシブ琵琶湖
〒521-0004　滋賀県米原市磯1477-2
TEL. 0749-52-6111（代）

エクシブ伊豆
〒413-0231　静岡県伊東市富戸1317-5243
TEL. 0557-51-0001（代）

エクシブ山中湖
〒401-0502　山梨県南都留郡山中湖村平野562-12
TEL. 0555-65-9000（代）

エクシブ山中湖サンクチュアリ・ヴィラ
〒401-0502　山梨県南都留郡山中湖村平野562-15
TEL. 0555-65-9000（代）

エクシブ京都		八瀬離宮
〒601-1254　京都市左京区八瀬野瀬町74-1
TEL. 075-707-2888（代）

エクシブ白浜アネックス
〒649-2334　和歌山県西牟婁郡白浜町才野字西山1670-44
TEL. 0739-43-0101（代）

エクシブ白浜
〒649-2334　和歌山県西牟婁郡白浜町才野字西山1670-76
TEL. 0739-42-2522（代）

エクシブ箱根離宮
〒250-0404　神奈川県足柄下郡箱根町宮ノ下112-2
TEL. 0460-85-0111（代）

エクシブ有馬離宮
〒651-1401　神戸市北区有馬町1661-11
TEL. 078-907-4111（代）

エクシブ淡路島
〒656-0023　兵庫県洲本市小路谷字古茂江1275-3
TEL. 0799-23-3300（代）

東京ベイコート倶楽部
〒135-0063　東京都江東区有明３-１-1５
TEL. 03-6700-1111（代）

ザ・カハラ・ホテル＆リゾート
5000 KAHALA AVE HONOLULU, HI
96816-5498

ベイコート倶楽部

ザ・カハラ・ホテル＆リゾート

サンメンバーズ名古屋錦
〒460-0003　名古屋市中区錦3-13-30（サンホテル名古屋内）
TEL. 052-971-2781（代）

サンメンバーズ東京新橋
〒105-0003　東京都港区西新橋3-24-5（レック御成門内）
TEL. 03-3431-1411（代）

サンメンバーズ大阪梅田
〒530-0047　大阪市北区西天満4-15-18（プラザ梅新内）
TEL. 06-6365-7281（代）

サンメンバーズ名古屋白川
〒460-0008　名古屋市中区栄2-7-13（ヴィア白川内）
TEL. 052-221-7931（代）

サンメンバーズ鹿児島
〒892-0824　鹿児島市堀江町19-14（ホテルサンフレックス鹿児島内）
TEL. 099-225-5511（代）

サンメンバーズ東京新宿
〒160-0023　東京都新宿区西新宿3-5-13
TEL. 03-3349-8601（代）

サンメンバーズ
サンメンバーズひるがの
〒501-5301　岐阜県郡上市高鷲町ひるがの4670-362
TEL. 0575-73-2221（代）

サンメンバーズ京都嵯峨
〒616-8304　京都府京都市右京区嵯峨広沢南野町27-1
TEL. 075-882-8771（代）

サンメンバーズ神戸
〒651-0056　兵庫県神戸市中央区熊内町4-13-21
TEL. 078-251-1381（代）

ホテルトラスティ
ホテルトラスティ東京ベイサイド
〒135-0063　東京都江東区有明3-1-15
TEL. 03-6700-0001（代）

ホテルトラスティ名古屋	栄
〒460-0003　名古屋市中区錦3-15-21
TEL. 052-968-5111（代）

ホテルトラスティ心斎橋
〒542-0081　大阪市中央区南船場3-3-17
TEL. 06-6244-9711（代）

ホテルトラスティ名古屋
〒460-0003　名古屋市中区錦2-11-32
TEL. 052-221-5511（代）

ホテルトラスティ神戸	旧居留地
〒650-0035　神戸市中央区浪花町63
TEL. 078-330-9111（代）

ホテルトラスティ大阪	阿倍野
〒545-0052　大阪市阿倍野区阿倍野筋1-5-10-300
TEL. 06-6530-0011（代）

ホテルトラスティ金沢	香林坊
〒920-0961　石川県金沢市香林坊1-2-16
TEL. 076-203-8111（代）

リゾーピア

リゾーピア箱根
〒250-0408　神奈川県足柄下郡箱根町強羅1320-1239
TEL. 0460-82-0011（代）

リゾーピア久美浜
〒629-3422　京都府京丹後市久美浜町湊宮1302-2
TEL. 0772-83-1380（代）

リゾーピア熱海
〒413-0012　静岡県熱海市東海岸町13-93
TEL. 0557-83-5959（代）

リゾーピア別府
〒874-0831　大分県別府市堀田7組の1
TEL. 0977-25-2111（代）

サロン・レストラン
エクセレントクラブ新宿
〒160-0023　東京都新宿区西新宿3-5-13（サンメンバーズ東京新宿内）
TEL. 03-3349-0530

エクセレントクラブ	ローズルーム名古屋
〒460-0008　名古屋市中区栄2-7-13ヴィア白川2F
TEL. 052-203-5931

エクセレントクラブ熱海
〒413-0012　静岡県熱海市東海岸町13-93（リゾーピア熱海内）
TEL. 0557-83-5959

エクセレントクラブ京都嵯峨
〒616-8304　京都府京都市右京区嵯峨広沢南野町27-1 

（サンメンバーズ京都嵯峨内）
TEL. 075-882-8771

エクセレントクラブ	ローズルーム大阪
〒530-0002　大阪市北区曽根崎新地1-1-16 クリスタルコートビル2F
TEL. 06-6345-7337

エクセレントクラブ神戸
〒651-0056　神戸市中央区熊内町4-13-21（サンメンバーズ神戸9F）
TEL. 078-251-1381

会社概要（2015年9月30日現在） リゾートラインナップ
CORPORATE DATA RESORT L INE-UP

個人その他
23,081千株（21.3%）

外国人
25,839千株（23.8%）

証券会社
890千株（0.8%）

金融機関
27,367千株（25.2%）

その他の法人
31,009千株（28.6%）

自己株式
330千株（0.3%）

会社概要

連結子会社一覧

株式の状況

株式分布状況

■発行可能株式総数　　　150,000,000株
■発行済株式の総数　　　108,518,999株
■株主数 16,179名
■大株主

所有者別の株式数

株主名 所有株式数
（千株）

持株比率
（％）

（株）宝塚コーポレーション 13,419 12.4
日本トラスティ・サービス信託銀行（株）［信託口］ 6,293 5.8
日本マスタートラスト信託銀行（株）［信託口］ 4,598 4.2
サッポロビール（株） 3,351 3.1
伊藤與朗 2,922 2.7
ＣＢＬＤＮ ＳＴＡＮＤＡＲＤ ＬＩＦＥ ASSURANCE LIMITED-PENSION FUNDS 1,936 1.8

（株）ジーアイ 1,921 1.8
資産管理サービス信託銀行（株）［信託E口］ 1,910 1.8
日本トラスティ・サービス信託銀行（株）［信託口4］ 1,838 1.7

（株）エヌ・コーポレーション 1,745 1.6

会社名 リゾートトラスト株式会社 （ Resorttrust, Inc.）
創業 1973年4月  
本社所在地 〒460-8490　名古屋市中区東桜二丁目18番31号

TEL（052）933-6000（大代）  
資本金 195億8,808万円
事業内容 会員権事業、ホテルレストラン等事業、メディカル事業、その他

従業員数 5,868名（連結）
事業所 東京本社

〒151-0053 東京都渋谷区代々木四丁目36番19号
リゾートトラスト東京ビル
TEL（03）6731-0001（代）

大阪支社
〒530-0047 大阪府大阪市北区西天満四丁目15番18号
プラザ梅新2・3F
TEL（06）6315-8686（代）

横浜支社
〒222-0033 神奈川県横浜市港北区新横浜三丁目19番1号
LIVMO ライジングビル
TEL（045）477-5251（代）

HPアドレス http://www.resorttrust.co.jp/

リゾートトラストゴルフ事業（株）

（株）関西ゴルフ倶楽部

RESORTTRUST HAWAII, LLC

RTCC（株）

（株）ジェス

（株）コンプレックス・ビズ・インターナショナル

（株）サンホテルエージェント

（株）ハイメディック

（株）東京ミッドタウンメディスン

（株）アドバンスト・メディカル・ケア

トラストガーデン（株）

トラストグレイス（株）

アール・ティー開発（株）

ジャストファイナンス（株）

ベストクレジット（株）

アール・エフ・エス（株）

＊監査等委員

役員
代表取締役会長 伊藤  與朗 CEO（最高経営責任者）
代表取締役社長 伊藤  勝康 COO（最高執行責任者）
取締役副社長 高浪  宣昭
取締役副社長 江幡  幸久
取締役副社長 河﨑  信彦
専務取締役 伊藤  正昭
専務取締役 伏見  有貴
専務取締役 内山  敏彦
常務取締役 新谷  敦之
常務取締役 井内  克之

取締役 髙木  直  
取締役 川口  眞弘
取締役 荻野  重利

＊取締役 林戸  里巳
＊社外取締役 谷口  嘉孝
＊社外取締役 相羽  洋一
＊社外取締役 赤堀  聰
＊社外取締役 中谷  敏久


